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1. 背景と目的 

地域再生や活性化に向けた創造的かつ具体的なアイデアの創出が期待されている．筆者ら

は知識の共有・活用・創造のための理論や手法について研究してきた蓄積をもとに，地域

イノベーション教育プログラムを開発した．プログラムは主に４つの過程で構成され，地

域の資源・課題を発見し課題解決のための方策を構想・実践することまでを目的にしてい

る．具体的には，(i)KJ 法講義の事前受講，(ii)写真 KJ 法の習得，(iii)課題地域における実

地調査，(iv)成果報告会およびアフターディスカッション，である． 

 

2. 取り組み概要 

2013 年 8 月に学生，地域住民，行政関係者からなるグループを構成し，４日間の合宿形式

のプログラム実践を行った．石川県能美市に存在する町会から４町会を選定し，それぞれ

の町の課題と有望な資源についてフィールドワークを行った． 

 

３．取り組み成果と課題 

本プログラムの結果，町会の課題および資源を写真とインタビュー成果を交えた地図とし

て作成した．その上で，取り組むべき地域活性化案を参加学生が住民との意見交換を通じ

ながら作成し，実現に向けて説得していった．この成果は特に，能美市大成町では郷土の

歴史・建築物などを知るためのカルタ作成および祭りでの実践に結実し，また，能美市寺

井町では，住民基点の民家を利用した「まちなか美術館」の開館につながった．いずれも，

地方行政に全て頼ることのない，住民の自主的な活動である．これは本プログラムが学生

のフィールドワークスキルの向上や創造的アイデア創出の機会を提供しただけでなく，更

に地元住民が課題を「自分ごと」として認識し自発的な取組みを開始した効果があったこ

とを裏付けている．今後の展開は，その意識をさらに拡大させる上で重要であると考えら

れる． 

この一方で，(1) 実施に際しての行政との意識刷りあわせ，(2)フィールドワークスキルの

底上げ，(3)教員による継続的な地域との関係性構築など，プログラム実践に向けては，教

員の綿密な準備が必要であり，この活動の質を高めより多くの住民の関心をひきつけるこ

とも課題である． 
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地域再⽣や活性化に向けた創造的かつ具体的なアイデアの創出が期待されている．筆者らは知識の共有・活⽤・創造の
ための理論や⼿法について研究してきた蓄積をもとに，地域イノベーション教育プログラムを開発した．プログラムは
主に４つの過程で構成され，地域の資源・課題を発⾒し課題解決のための⽅策を構想・実践することまでを⽬的にして
いる．2013年8⽉に学⽣，地域住⺠，⾏政関係者からなるグループを構成し，４⽇間の合宿形式のプログラム実践を
⾏った．本報告ではプログラムおよびその結果としての地域活性化案を述べ，更に地元住⺠が課題を「⾃分ごと」とし
て認識し⾃発的な取組みを開始した事例を報告する．

フィールドワークを通じて
町内会発NPOの先進的
取り組みを発見．合宿終
了後はNPO活動を支援
する取り組みを開始．Ho
は公民館を活用したラー
ニングスペース開発や
買い物弱者支援に展開

地域の特産物であるゆ
ずの魅力を発見．活性
化の目玉として案を作成．
学生の加藤は，合宿終
了後にゆず大学に通い，
独自のゆず活用レシピ
を開発．地元連携とイノ
ベーションを実践．

地域内の公民館活動を
調査し，学びと文化の街
であることを確認．街の
良さを利用して住民に文
化の街として再考を促す．
合宿終了後は住民が起
点となり，まちなか美術
館が開催された．

(1) 実施に際しての行政との意識刷りあわせ（町内会長との関係性構築）
(2) 学生のフィールドワークスキルの底上げ（取材能力・気づき能力の向上）
(3) 教員・行政による継続的な地域との関係性構築（声かけ役の必要性）

本アプローチは合宿形式で8月の4日間で実施．学生たちはグ
ループに分かれ,高齢化・過疎化が進む能美市4地区の可能性
と問題点は何か?というテーマで取材を開始.

取材の後は,街を歩いて撮った写真と住民への取材内容とを関
連付けてポストイットにコメントを記入.1班10枚程度の「問題点」
と「可能性」を抽出し,似ている課題や可能性についてメンバー
間で共有.

写真分析では，写真を，その街の課題や可能性を表出化したも
のと捉える.個々人か取゙った写真は「なぜその写真を撮ったの
か」についてメンハー゙と意見交換しながら,その地区に共通した
写真を抽出.この作業を繰り返し,街を端的に表す代表的な写真
をメンバー間で選んでいく.

成果は写真と取材を合わせて地図の形式にし,最終日の総合発
表でその報告と状況改善のための活性化案を披露し,住民との

意見交換を通じて実行計画を立案する.
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